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研究成果の概要（和文）：本研究では地域コミュニティレベルにおける神経発達症（自閉スペクトラム症、注意
欠如・多動症、発達性協調運動症）のスクリーニングの簡便化および効率化を図るために、これら既存の質問紙
のweb版の利用可能性について検証することを目的とした。5歳児の保護者を対象とした研究の結果、web版の神
経発達症スクリーニングツールは紙版との等質性を有することが確認された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to test the feasibility of using a web-based 
version of existing questionnaires to improve the convenience and efficiency of screening for 
neurodevelopmental disorders (autism spectrum disorder, attention-deficit/hyperactivity disorder, 
and developmental coordination disorder) at the local community level. The results confirmed that 
the web version of the neurodevelopmental disorder screening tool was equivalent to the paper 
version.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 神経発達症　自閉スペクトラム症　注意欠如・多動症　発達性協調運動症　webスクリーニング　コミュ
ニティ　社会実装
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研究成果の学術的意義や社会的意義
神経発達症の早期発見およびその後の早期支援はその後の子どもたちの心理社会的適応にポジティブな影響を及
ぼす。しかし、これまで早期発見のための方法論についてはマンパワー不足や集計作業への多大な労力を必要と
し、その普及に課題を有していた。本研究ではこの課題を乗り越えるために、神経発達症早期発見のための1次
スクリーニング手法のweb化を図り、これまで指摘されてきた課題の解決のみならず、その成果の社会実装にも
至った。本成果に基づき、今後、多くの自治体で神経発達症の早期発見および早期支援が定着していくことが期
待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 神経発達症の早期発見、および、早期支援はその予後に大きく影響することから、乳幼児健診
におけるその充実が期待されている。しかし、平成 29 年に総務省が発表した「発達障害者支援
に関する行政評価・監視＜結果に基づく勧告＞」では、健診時に神経発達症が疑われる児童が見
逃されているおそれが指摘されている。したがって、健診において、神経発達症をより確実に把
握するためのスクリーニングツールの精緻化や健診システムの改善は喫緊の課題である。 
研究代表者らはこうした問題意識に基づき、行政と大学との連携の下、2013 年度より某市内

在住の全 5 歳児を対象とした小児発達健診を展開してきた。 
神経発達症のアセスメントのために用いられるツールは大きく面接、観察、質問紙の形式に分

類することが可能である (伊藤ら，2014) 。研究代表者らは一次スクリーニングツールとしての
質問紙に着目し、これまでの一連の研究を通じて、ASD のスクリーニングツールとして ASSQ
の短縮版 (足立他，2016) 、ADHD のスクリーニングツールとして ADHD-RS (Takayanagi et al., 
2016) や DCD のスクリーニングツールとして DCDQ’07 (Tanaka et al., 2017, 田中ら，2017) の 5
歳児における心理測定学的特徴を明らかにし、健診における精度向上のための知見を積み重ね
てきた。これらのツールはいずれも世界各国で標準化が行われており、研究代表者らのこれまで
の実績は我が国において初の、国際比較が可能な、DSM-5 基準における各種神経発達症の疫学
的知見 (Saito et al., 2020) をもたらすに至っている。 
これらの成果はコミュニティベースドのサンプルを用いているため、比較的妥当性が高い結

果であることが示唆される。しかし、地方における単一自治体を対象として行われた研究である
こと、また 5 歳児のみを対象とした研究であることから、我が国における標準化可能な知見にま
で昇華させていくためには更なる検討が必要である。したがって、国内の他自治体においても同
様の取組みが展開され、研究代表者らの知見が検証されることが期待される。 
しかし、申請者らがこれまで従事してきた健診事業は行政と大学の堅密な連携協定に基づき

実施されたものである。実施に際しては自治体側、大学側の多様で潤沢なマンパワーが投じられ
ており、他自治体において同様の取組みが展開されるためには、これらの問題を改善するための
健診システムの構築が大きな課題の一つとしてあげられる。 
以上を踏まえれば、神経発達症の早期発見・早期支援のためにはスクリーニングツールの精緻

化および健診システムの簡略化が欠かせない。本研究はこの課題に取り組むものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究ではweb版1次スクリーニング質問票（保護者評定によるASSQ、ADHD-RS、DCDQ’07、
SDQ）が紙筆版との等質性を検証し、web 版 1 次スクリーニング質問票の妥当性を確認すること
を目的とした。  
 
３．研究の方法 
  研究の実施に際して、申請者らが所属する機関による倫理審査を受けて本研究におけるプロ
トコルの承認を得た。2018 年に某市における 5 歳児発達健診に参加した児の保護者 620 名を対
象に、紙筆版の調査冊子（人口統計学的特徴に関する設問、ASSQ、ADHD-RS、DCDQ’07, SDQ）
への回答を求めた。回答が得られた 508 名の保護者から 300 名を無作為抽出し、同意の得られた
140 名が紙筆版と同様の内容の web 版調査票に回答を行った。ASSQ、ADHD-RS、DCDQ’07, SDQ
の紙筆版と web 版の等質性を検証するために、先行研究に倣い 1）尺度の内的整合性、2）級内
相関係数、3）尺度得点の比較の 3 点について分析を実施した。 
 
４．研究成果 
 1）尺度の内的性合成 
 紙筆版および web 版の ASSQ、ADHD-RS、DCDQ’07、SDQ それぞれについて合計得点および
下位因子得点について McDonalds の ω 係数を算出した。SDQ の一部の下位尺度を除くいずれの
指標においても十分な内的性合成を示す値が得られた。SDQ の下位尺度の一部では若干低い ω
係数の値を示すものがあったものの、先行研究と同様の結果を再現するものであり問題はない
ものと判断した。また、紙筆版よりも web 版の方で ω 係数の値が高かったことからも、web 版
における内的性合成が十分であることが確認された。 
 
2）級内相関係数 
 紙筆版と web 版の ASSQ、ADHD-RS、DCDQ’07、SDQ について級内相関係数を算出した。分
析の結果、各質問票の合計得点および下位尺度得点のいずれにおいても紙筆版と web 版の間で
中程度の有意な正の相関があることが確認された。以上の結果より、web 版の紙筆版との等質性
が問題ないことが確認された。 
 
3）尺度得点の比較 



 ASSQ、ADHD-RS、DCDQ’07、SDQ の合計得点および下位尺度得点について、紙筆版と web
版との間で得点差の比較を行った。t 検定の結果、ASSQ の合計得点、DCDQ’07 の合計得点およ
び下位因子得点、SDQ の合計得点および下位因子得点は紙筆版と web 版の間で有意な得点差を
示さなかった。一方、ADHD-RS については紙筆版と web 版との間で有意な得点を示した。しか
し、ADHD-RS における紙筆版と web 版の得点差については効果量の値が僅かな値であったこと
から、先行研究に倣い、ADHD-RS においても紙筆版と web 版との間で等質性が確認されたと判
断した。 
 
 以上より、本研究で目標とした web 版 1 次スクリーニング質問票の妥当性の検証の結果、web
版の質問表（ASSQ、ADHD-RS、DCDQ’07、SDQ）が紙筆版と同様に活用可能であることが確認
された。本成果を受け、5 歳児における web 版神経発達症スクリーニングシステムとして「ここ
あぽ○R」が開発され、健診実施自治体となる行政や研究場面でも活用されるに至っている。 
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